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４）改修工事における設計内容変更の内容と検討結果の整理 

本項では、実際の改修工事の中で発生した設計内容変更の内容が、実施計画や実施設計段

階で設定した保存・改修の方針等の内容と乖離がないか等の適格性について検討、整理する。

また、工事の進捗と設計内容変更要因の発生時期との関係性について考察する。 

 

(1)設計内容変更項目の抽出および分類 

「設計内容変更」とは、実施設計と同程度の性能であるが異なる仕様で施工されたものを

示す。 

ここで取り上げる項目は、工事範囲の広さや金額の多寡および、当該建造物の修復・改修

目的に対する重要度が高いものを抽出する。 

 

①設計内容変更項目の分類方針 

既存の建造物が対象である改修工事の場合、施工の進捗によって実施設計段階では想定し

ていなかった状況が発見されることがある。今回の改修工事においてもこのような状況が多

数、確認され所期の目的を達成するために、さまざまな検討を行うことになった。 

一般に、設計内容変更の発生要因は非常に多岐にわたり、ひとつの変更要因が複数の変更

項目を発生させる場合もある。また、発生要因と実際の対処方法の設計分野（意匠、構造、

設備）が異なる場合も考えられる。 

今回の改修工事においても同様の傾向が認められたことから、設計内容変更の発生要因を

修復・改修の重要度の観点から、表３-１-１４に示す、「S: 耐震補強を含む構造上の改修」。

「L: 現行法規への適合」、「A: 意匠復原」、「Z: その他、以上に含まれないもの」の４つ

に分類し、実施内容の適用性を検証する。 

検証過程では、個々の設計内容変更の発生理由および検討内容、実施結果を明確にし、必

要に応じて状況写真や検討過程のわかる記録（施工図、協議記録など）を添付する。 

以下に、それぞれの分類の特徴および修復・改修に関わる重要性について述べる。 

 

S：耐震補強（構造） 

本建築物を継続使用させるための前提条件として、最も重要な項目である。 

一般的な建築物の主要構造部と異なり、耐震壁の形状・寸法、既存構造体との納まりの変

更が必要な場合、その都度、再検討をする必要がある。 

原則として、耐震補強およびこれに直接関係する要素については、他に優先して対処する。 

耐震補強以外の一般構造上の改修項目については、他の要素の状況を考慮し、総合的な判

断のなかで優先順位を決定する。 

 

A：意匠復原 

1934（昭和 9）年の部分は、ほぼ現状規模のまま復原することになるが函館市が買い取っ
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表３-２-５  標準プロセスの一般化するための参考事例収集の選定条件 

 ■事例選定・情報収集のポイント  

① 原則として全面あるいは、大部分が保存・修復の対象となっているものを採用する。 

② ①に伴う解体は、景観保存および内部保存の観点から容認できる範囲のもの 

  （例） ファサードおよびインテリアゾーンの主要部分を保存・修復とする場合 

③ 参考事例として適切と思われる事例を新たに発見した場合は、積極的にこれに加える。 

 

 ■事例選定の条件  

参考事例は、コンクリート系の躯体（鉄筋コンクリート造または、コンクリートを主たる材料とした築

造方法におる構造）であるほか、規模、用途、修復・改修の内容などを選定の要件とする。 

1）建 造 物 の 所 有 者 等 ： 国、地方公共団体およびその関連団体を中心とし、民間も含む。 

2）建 造 物 の 築 造 年 次 ： 築年数が約 50 年から 100 年を目安とする。 

3）建 造 物 の 構 造 ： コンクリート系の躯体（鉄筋コンクリート造または、コンクリートを

主たる材料とした築造方法による構造）を中心とし、レンガ造・石造

（木骨・鉄骨）も含む。 

4）建 築 物 の 規 模 ： 特に考慮しない。 

5）建 造 物 の 用 途 ： 公共性の高いものを優先するが、特に規定しない。 

6）修 復 ・ 改 修 の 内 容 ： 実施設計、施工（改修工事）が実施されたもの。 

7）修 復 ・ 改 修 の 経 緯 ： 特に考慮しない。 

8）文 化 財 等 の 指 定 ： 特に考慮しない。 

9）そ の 他 特 記 事 項 ： 必要に応じて別途考慮。 

 

前記の条件により、表１-１-２の施工例を中心に、参考事例を３０例程度選定し、実施段

階において修復、改修に適用する技術や手法の選択時に特に考慮した事項について、施工報

告書等からその事項を抽出した。 

 

②参考事例から抽出した適用技術の概要 

参考事例から抽出した技術・手法を、前記４項目に分類する。 

 ■Ｓ：耐震補強 

① 耐震補強Ａ：耐震要素の新設（耐震壁の新設） 

② 耐震補強Ｂ：耐震要素の付加（既存部材の補強、開口部の閉塞、補助部材の付加） 

③ 免震工法、制震工法の採用 

④ 既存躯体の保護、機能回復：コンクリートの中性化防止、再アルカリ化等 

⑤ 既存躯体の補正：不同沈下の補正 

⑥ 地盤の改良：液状化防止措置 

 ■Ａ：意匠復原 

① 現状のまま保存：クリーニング、局部的な補修（欠損部、ひび割れ、浮きなど） 

② 既存部材の再使用：既存部材を取外し、洗浄・補修の後、元の位置に再び取付る。 

③ 部材の置換Ａ：損傷部材を撤去し、他の部分から同種部材を移設する。 

④ 部材の置換Ｂ：損傷部材を撤去し、同種の新規部材に置き換える。 

⑤ 部材の全面更新：健全な部材を含め、全面的に新規部材に置き換える。 

⑥ 新たな部材の付加：実際には存在しなかった部材を付加する。 

 ■Ｌ：現行法規への適合 
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現在（2007（平成 19）年）          1962（昭和 37）～1968（昭和 43）年頃 

写真３-３-１ 建物外観 

 

(3)内部の特徴 

層塔部分１階のホール周りに往時の意匠が見られる。ホール外周の４本の円柱の外側を木

製の廻り階段が囲んでおり、２階までの吹き抜けとなっている。 

柱・梁・天井はプラスター仕上げとなっており、柱頭および天井中央に装飾が施されてい

る。 

また、ホールのほか機械室の梁型および廻縁の装飾の保存状態も良好である。 

廊下および執務室は、後の改修により天井が張られている。 

 

  

機械室 梁型・廻縁                      ホール 天井見上げ 

写真３-３-２ 内部意匠 

 

(4)実施案の設定の基礎データ 

実施案設定に必要なデータは、前記、『平成１４年度 松山地方気象台保存活用検討基礎調

査業務』および『平成１６年度 松山地方気象台保存活用検討業務』の保存・改修計画関連

の部分を抽出する。 
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